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福島労働局における文書の紛失について 

 

福島労働局（局長 河合智則）は、当局内において発生した文書の紛失について、下記

のとおり事実を確認の上、必要な措置を講じましたので、概要をお知らせします。 

 

記 

 

１  概要 

いわき労働基準監督署（以下「いわき署」という。)又は福島労働局(以下「福島局」

という。)において、いわき署管内のＡ事業所所属のＢさんにかかる療養補償給付たる

療養の費用請求書（以下「請求書」という。）に係る事務処理の過程において当該請求

書を紛失するという事案が発生した。 

※この請求書には、労働者の住所・氏名・生年月日、所属事業場の所在地・代表者

名、医療機関の名称・代表者名・治療内容、労働災害の発生状況及び傷病名等の

情報が記載されている。 

 

２  事実経過等 

（１）平成 25年 12月４日、いわき署の担当者より福島局の担当者に対して、同年 11月 5

日に福島局あて送付した当該請求書について、その後の審査の進捗状況を照会したと

ころ、福島局には当該請求書を受け付けた形跡もなく、当該請求書が見当たらないこ

とが判明した。 

（２）直ちに、いわき署、福島局総務課、同労災補償課の事務所内をくまなく探したが、

当該請求書を発見できなかった。書類の発送・受領記録等を調査したがその記録がな

かったことから、紛失した原因は特定できないが、いわき署において発送前に、又は、

福島局で受理した後に同請求書を紛失したものと判断した。なお、これまでに請求書

が外部に流失したとの情報は寄せられていない。 

（３）同月９日、福島局労災補償課長がＡ事業所の本社を訪問し、同社管理部長及びＢさ

んに事実経過を説明して謝罪し、了承を得た。また、同日、Ｂさんを診察したＣ診療

所を訪問し、事実経過を説明して謝罪し、了承を得た。 

（４）Ｂさんにかかる請求書は、再提出をお願いし、同月９日に改めて受理して、同月 10

日に支給事務を完了した。 

 

３  再発防止策 

（１）いわき署においては、署長より全職員に本件概要を説明するとともに、労災保険法

による請求書の発送・受理を行う場合には、「請求書在中」とスタンプ表示した封筒に



請求書を入れて他の書類と区別し、発送等の履歴を残すため書留郵便により送付する

こととした。 

（２）福島労働局においては、労災補償課長から管内の全労働基準監督署に対し、本件概

要を説明の上、請求書送付時の手順について周知し、再発防止対策の徹底を指示した。 

 

 


